
１　学習の到達目標

２　学習の計画

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（１）実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
（２）論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり
深めたりすることができるようにする。
（３）言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち，言
葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

月 育成する資質・能力 単元名 学習項目 学習内容や学習活動 評価材料

定期考査

・セリフなどの表現を基に，話し言葉と書き言葉の特徴や
役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切
さ，敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて
理解し，使う。
・「境目」にまつわる体験を踏まえ，目的や場に応じて，実
社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を
収集，整理して，伝え合う内容を検討する。

『境目』第１章　問うこと，語るこ
と
問いかける力を伸ばす

令和８年度　国語科「現代の国語」シラバス　

単位数 ２単位 学科・学年・学級 １学年１～８組

教科書 「現代の国語」（筑摩書房） 副教材等

「国語便覧」（第一学習社）
「入試漢字コア2800」（桐原書店）
「現代の国語の基礎学習」（尚文出

版）
「現代文キーワード読解」（Ｚ会）

小テスト・発問評価

ワークシート分析

【一学期】
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使
う。
・言葉には．認識や思
考を支える働きがある
ことを理解する。
・文，話，文章の効果的
な組立て方や接続の仕
方について理解する。
・主張と論拠など情報と
情報との関係について
理解する。
・推論の仕方を理解し
使う。

・構造主義の理解を基に，言葉には，認識や思考
を支える働きがあることを理解する。
・構造主義を理解を深め，実社会において理解し
たり表現したりするために必要な語句の量を増す
とともに，語句や語彙の構造や特色，用法及び表
記の仕方などを理解し，話や文章の中で使うこと
を通して，語感を磨き語彙を豊かにする。

4 春季課題テスト

小テスト・発問評価

ワークシート分析

期末考査

定期考査

『ことばとは何か』第２章　評論文への招
待
情報を正確に読み取る

中間考査

『身体、この遠きもの』 小テスト・発問評価

小テスト・発問評価

6

5

定期考査

ワークシート分析

7 定期考査

第４章　情報と推論
部分から全体へ、具体
から抽象へ、思考をた
どる

ワークシート分析

第３章　ことばで伝える
思いと考え
書くことで世界とつなが
る

ワークシート分析

定期考査

9 夏季課題テスト

小テスト・発問評価・〈私たち〉の抱える問題点を適切に理解するため，主張
と論拠など情報と情報との関係について理解する。
・説得には複数の根拠が求められることを基に，実社会と
の関わりを考えるための読書の意義と効用について理解
を深める。
・〈私〉時代の考察を基に，自分の考えが的確に伝わるよ
う，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応
を予想して論理の展開を考えるなど，話の構成や展開を
工夫する。
・〈私〉時代の考察の共有を基に，論理の展開を予想しな
がら聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の仕方を
評価するとともに，聞き取った情報を整理して自分の考え
を広げたり深めたりする。

小テスト・発問評価

ワークシート分析

定期考査

・物語を引用した効果を踏まえ，引用の仕方
や出典の示し方，それらの必要性について
理解を深め使う。
・引用文献の活用を通して，実社会との関わ
りを考えるための読書の意義と効用につい
て理解を深める。

中間考査

【二学期】
・話し言葉と書き言葉の
特徴や役割，表現の特
色を踏まえ，正確さ，分
かりやすさ，適切さ，敬
意と親しさなどに配慮し
た表現や言葉遣いにつ
いて理解し，使う。
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使
う。
・主張と論拠など情報と
情報との関係について
理解する。
・言葉には，認識や思
考を支える働きがある
ことを理解する。

10 『マルジャーナの知恵』

『失われた両腕』

第６章　「根拠」から「主
張」へ
隠された情報を読み解
く

『〈私〉時代のデモク
ラシー』

第５章　「話し合い」から
「議論」へ
説得することばを身に
つける

・一種の美術評論であるが、筆者の感動が
この文章の根底にあることを読み取る。
・倒置や逆説による文の構成や言い換えの
表現が実際には一つのことであることを理解
する。
・両腕がないことがなぜミロのヴィーナスを
「魅惑的」にしているのかということについて
考える。

・身体論の理解を通して，比喩，例示，言い
換えなどの修辞や，直接的な述べ方や婉曲
的な述べ方について理解し使う。
・抽象概念を説明することを通して，目的や
意図に応じて，実社会の中から適切な題材
を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟
味して，伝えたいことを明確にする。



３　評価の観点

４　評価の方法

５　担当者からのメッセージ（確かな学力を身に付けるためのアドバイス、授業を受けるに当たって守ってほしい事項など）

11 小テスト・発問評価第７章　伝えること，受
け止めること
発信する力，受信する
力を伸ばす

期末考査

12 定期考査

【二学期】
・話し言葉と書き言葉の
特徴や役割，表現の特
色を踏まえ，正確さ，分
かりやすさ，適切さ，敬
意と親しさなどに配慮し
た表現や言葉遣いにつ
いて理解し，使う。
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使
う。
・主張と論拠など情報と
情報との関係について
理解する。
・言葉には，認識や思
考を支える働きがある
ことを理解する。

ワークシート分析

定期考査

1 冬季課題テスト

・一般化された情報と社会の関係に疑念をもち，
個別の情報と一般化された情報との関係につい
て理解する。
・ジャーナリズムへの理解を深める活動を基に，話
し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応
じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相
手の理解が得られるように表現を工夫する。
・情報と社会の関わりを考察する活動を基に，論
点を共有し，考えを広げたり深めたりしながら，話
し合いの目的，種類，状況に応じて，表現や進行
など話し合いの仕方や結論の出し方を工夫する。

・二項対立の構造を踏まえた文を書くことを基に，読
み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分
量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫
する。
・本当の贅沢について記述することを基に，目的や意
図に応じて書かれているかなどを確かめて，文章全
体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，自
分の文章の特長や課題を捉え直したりする。

『来るべき民主主義』

ワークシート分析

【三学期】
・言葉には，認識や思
考を支える働きがある
ことを理解する。
・常用漢字の読みに慣
れ，主な常用漢字を書
き，文や文章の中で使
う。
・情報の妥当性や信頼
性の吟味の仕方につい
て理解を深め使う。
・文章の種類を踏まえ
て，内容や構成，論理
の展開などについて叙
述を基に的確に捉え，
要旨や要点を把握す
る。

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

小テスト・発問評価
ワークシート分析
定期考査

第９章　主張の論理的
な伝え方
筋道を立てて論述する

『開かれた文化』第１０章　複眼的な視点
さまざまな視点から読
み解く

・イスラムのニュースを調べ，情報の妥当性
や信頼性の吟味の仕方について理解を深め
使う。
・歴史的背景などの知識を生かし，文章の種
類を踏まえて，内容や構成，論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え，要旨や
要点を把握する。

・援用の応用を学び，文，話，文章の効果的な組
立て方や接続の仕方について理解する。
・民主主義の要請について，自分の考えや事柄が
的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を
考えるとともに，文章の種類や，文体，語句などの
表現の仕方を工夫する。
・自身と政治の関係について記述することを基に，
目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめ
て，文章全体を整えたり，読み手からの助言など
を踏まえて，自分の文章の特長や課題を捉え直し
たりする。

定期考査，課題テスト，小テスト，提出物などを総合的に評価します。

・授業での指示があった場合，予習・復習に取り組む。特に，復習を重視し，疑問点は自ら調べたり，質問したりして次時まで残さない。
・積極的に教科書以外にも実用書や新書などに親しみ，分からない語句や慣用表現は辞書で調べること。
・小テスト・考査に真剣に取り組むこと。
・課題に誠実に取り組み，提出期限を厳守すること。
・授業開始時に教科書・ノート・便覧等の教材を準備しておき，机上に不要な物は出さないこと。
・グループワークでは，自分と相手を大切にすること。
・丁寧に語句と向き合い，知識や教養を深めながら，１つ１つの文章を丁寧に，楽しんで学んでいきましょう。
上記のことを遵守し，高校生で学ぶことの基礎を固めることを意識しながら学びましょう。また，基礎を固めると言えど，共通テストにおいて出題範囲
とされている科目であることを強く意識し，受験に向けての学びとなることを忘れることなく根気強く学びましょう。

知識・技能

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けることができる。
・言葉には，認識や思考を支える働きがあることを理解することができる。
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割，表現の特色を踏まえ，正確さ，分かりやすさ，適切さ，敬意と
親しさなどに配慮した表現や言葉遣いについて理解し，使うことができる。
・常用漢字の読みに慣れ，主な常用漢字を書き，文や文章の中で使うことができる。
・実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の量を増すとともに，語句や語彙の構
造や特色，用法及び表記の仕方などを理解し，話や文章の中で使うことを通して，語感を磨き語彙を
豊かにすることができる。
・文，話，文章の効果的な組立て方や接続の仕方について理解することができる。
・比喩，例示，言い換えなどの修辞や，直接的な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使うこと
ができる。
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解することができる。
・個別の情報と一般化された情報との関係について理解することができる。
・推論の仕方を理解し使うことができる。
・情報の妥当性や信頼性の吟味の仕方について理解を深め使うことができる。
・引用の仕方や出典の示し方，それらの必要性について理解を深め使うことができる。
・実社会との関わりを考えるための読書の意義と効用について理解を深めることができる。

思考・判断・表現

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，
自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。
【話す能力・聞く能力】
・目的や場に応じて，実社会の中から適切な話題を決め，様々な観点から情報を収集，整理して，伝え合う内容を
検討することができる。
・自分の考えが的確に伝わるよう，自分の立場や考えを明確にするとともに，相手の反応を予想して論理の展開を
考えるなど，話の構成や展開を工夫することができる。
・話し言葉の特徴を踏まえて話したり，場の状況に応じて資料や機器を効果的に用いたりするなど，相手の理解が
得られるように表現を工夫することができる。
・論理の展開を予想しながら聞き，話の内容や構成，論理の展開，表現の仕方を評価するとともに，聞き取った情
報を整理して自分の考えを広げたり深めたりすることができる。
・論点を共有し，考えを広げたり深めたりしながら，話合いの目的，種類，状況に応じて，表現や進行など話合いの
仕方や結論の出し方を工夫することができる。
【書く能力】
・目的や意図に応じて，実社会の中から適切な題材を決め，集めた情報の妥当性や信頼性を吟味して，伝えたい
ことを明確にすることができる。
・読み手の理解が得られるよう，論理の展開，情報の分量や重要度などを考えて，文章の構成や展開を工夫する
ことができる。
・自分の考えや事柄が的確に伝わるよう，根拠の示し方や説明の仕方を考えるとともに，文章の種類や，文体，語
句などの表現の仕方を工夫することができる。
・目的や意図に応じて書かれているかなどを確かめて，文章全体を整えたり，読み手からの助言などを踏まえて，
自分の文章の特長や課題を捉え直したりすることができる。
【読む能力】
・文章の種類を踏まえて，内容や構成，論理の展開などについて叙述を基に的確に捉え，要旨や要点を把握する
ことができる。
・目的に応じて，文章や図表などに含まれている情報を相互に関係付けながら，内容や書き手の意図を解釈した
り，文章の構成や論理の展開などについて評価したりするとともに，自分の考えを深めることができる。

主体的に学習に取り組む態度
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国
の言語文化の担い手としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。

学年末考査

2

3

『ポスト真実時代の
ジャーナリズム』

第８章　表現のみがき
方
目的に沿って表現の細
部を整える

『贅沢の条件』 小テスト・発問評価


